
◆ セミナー参加方法 ◆

● 医師およびその他の医療系専門職 ・・・・・・・・・ 10,000円

● 医学部学生（社会人大学院生は除く） ・・・・・・・ 参加費無料

※ 参加登録はホームページ上で7月1日から開始予定（随時更新）

◆ 現地プログラムのみ ◆

2025年１０月１８日（土）10時開始

鳥取大学医学部講義棟（鳥取県米子市）

日本小児科学会小児科領域講習：2単位（新専門医制度研修単位）申請予定

〒683-8504 米子市西町36-1 鳥取大学医学部脳神経小児科 https://www.med.tottori-u.ac.jp/nousho/index.php

第22回小児神経学入門講座

第43回米子セミナー

Aコース（医師向け） Bコース（医学部学生向け）

10：00～11：00
運動発達の遅れや全般性発達遅延の乳幼児を医学的にどう診るか？

鳥取大学脳神経小児科 前垣 義弘 先生

11：10～12：10
てんかんの分類のための問診の仕方：脳波検査よりも大切なこと

鳥取大学脳神経小児科 岡西 徹 先生

13：00～14：00
脳波貼り付け・記録ハンズオン（未経験者向け） 熱性けいれん救急対応シミュレーション

デジタル脳波計を使用して実際の脳波の貼り付け・記録を体験します 救急外来に搬送された熱性けいれんの患者対応を

シミュレーターを用いて手技を体験しながら学びます

14：15～15：30
デジタル脳波判読ハンズオン（初心者向け） （呼吸管理、採血、腰椎穿刺、画像検査、薬剤投与など）

PCを実際に操作しながらデジタル脳波の判読・評価方法を学びます

15：45～16：45

人工呼吸器を触りながら学ぶ小児神経疾患の呼吸評価・管理 脳波貼り付け・記録・判読ハンズオン

神経筋疾患の呼吸評価の方法を学び、結果をもとに 脳波を実際に貼って基本的な波形を判読します

在宅用人工呼吸器の基本的な設定を体験します 脳波を通して脳の世界を覗いてみましょう

17：00～18：30

＜ 特別企画 エキスパートと学ぶ神経発達症（発達障害） ＞

神経発達症の診断につなげる診察技法 ～脳機能を診るにはどうすればいいか～
鳥取県立総合療育センター 小枝 達也 先生

グループディスカッション

鳥取県立総合療育センター 小枝 達也 先生、鳥取県立鳥取療育園 稲垣 真澄 先生、鳥取県立中部療育園 杉浦 千登勢 先生

講義のあとにファシリテーター（脳神経小児科スタッフ）を交えて神経発達症に関する素朴な疑問をエキスパートにぶつけます

19：30～21：００ 懇親会（参加登録時に出欠希望をとります）

※プログラム内容は変更になる可能性があります
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